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境
町
の
長
井
戸
地
区
に
鎮
座
す
る
香
取
神
社
の
境
内
を
中

心
に
し
た
地
域
に
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
古
河
公

方
の
城
郭
と
し
て
築
城
さ
れ
、
戦
国
時
代
（
天
文
年
間
期
）
菅

谷
左
京
の
居
城
と
し
て
栄
え
て
い
た
長
井
戸
城
址
が
あ
り
ま

す
。
同
じ
く
長
井
戸
地
区
に
は
長
井
戸
城
址
の
南
西
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
地
点
に
長
井
戸
城
の
出
城
的
な
機
能
を
持
っ
た
田た

向
む
か
い

の
城
、
三
方
を
長
井
戸
沼
に
囲
ま
れ
た
天
然
の
要
害
と
し
て
熊

野
神
社
が
鎮
座
す
る
稲
尾
地
区
に
は
稲
尾
加
賀

か
が
み
の

守か
み

の
居
城
と

し
て
栄
え
た
稲
尾
城
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

現
在
、
香
取
神
社
の
社
殿
が
あ
る
長
井
戸
城
址
周
辺
に
は
、

二
重
の
横
矢
土
塁
や
横
矢
空
堀
（
水
濠
）
が
は
っ
き
り
と
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
香
取
神
社
西
方
の
長
井
戸
沼
縁
の
「
り
ょ
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う
が
え
堀
」
の
北
に
は
長
井
戸
城
の
物
見
台
が
あ
り
ま
し
た
。 

長
井
戸
城
の
起
源
は
、
二
度
に
わ
た
る
遺
跡
調
査
に
よ
っ
て

発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
屋
形
建
築
の
柱
穴
や
遺
物
な
ど
か

ら
、
鎌
倉
時
代
に
鎌
倉
武
士
と
し
て
仕
え
て
い
た
在
地
豪
族
の

館
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
戦
国
時
代
の
猿
島
郡
地
域
の
様

相
を
伝
え
る
「
東
国
闘
戦
見
聞
私
記
」
に
は
、
戦
国
時
代
の
天

文
二
三
年
（
一
五
五
四
）
年
に
長
井
戸
城
主
菅
谷
左
京
が
、
下

野
国
の
小
山
朝
政
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
激
戦
の
末
、
隣
の
稲
尾

城
主
稲
尾
加
賀
守
と
と
も
に
降
伏
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
安
土
桃
山
時
代
に
な
る
と
、
菅
谷
左
京
は
同
じ
長

井
戸
の
豪
族
相
良

さ
が
ら

氏
と
と

も
に
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵

略
に
よ
る
文
禄
・
慶
長
の
役

に
従
軍
し
、
つ
い
で
、
徳
川

家
康
に
よ
っ
て
豊
臣
家
が

滅
亡
し
た
大
坂
の
役
（
冬
・
夏
の
陣
）
に
参
戦
し
た
後
、
在
地

の
長
井
戸
に
戻
っ
て
農
民
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
中
世
（
鎌
倉
～
室
町
時
代
）
の
城
郭
と
し
て
の

長
井
戸
城
の
発
掘
は
、
中
世
の
猿
島
郡
の
歴
史
を
語
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
城
館
遺
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
井
戸
城
の
遺

跡
調
査
は
、
日
本
城
郭
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
西
谷
恭
弘

先
生
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
、
予
備
調
査
を
含
め
、
昭
和
五
八

年
（
一
九
八
三
）、
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
に
本
格
的
な

遺
跡
調
査
が
実
施
さ
れ
、
長
井
戸
城
の
全
容
が
解
明
さ
れ
た
の

で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
長
井
戸
城
が
茨
城
県
下
で
あ
ま
り
例
を
み

な
い
城
館
遺
跡
で
他
の
城
館
址
の
遺
構
や
遺
物
と
の
比
較
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
歴

史
的
な
位
置
づ
け
を
す
る
こ
と

が
困
難
で
し
た
。
さ
い
わ
い
、
長

井
戸
城
が
所
在
す
る
境
町
で
、

昭
和
五
六
年
（
一
九
八
三
）
か
ら
、

明
治
大
学
の
木
村
礎
教
授
を
団

長
と
し
た
近
世
の
村
落
調
査
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
が
大
い
に
参

考
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

長
井
戸
城
の
遺
跡
調
査
は
三
ヵ
年
を
要
し
、
こ
の
調
査
と
並

行
し
て
境
町
に
隣
接
し
て
い
る
地
域
の
古
河
城
（
古
河
市
）
や

逆
井
城
（
坂
東
市
）
な
ど
の
遺
跡
調
査
も
実
施
で
き
た
こ
と
で
、

中
世
及
び
戦
国
時
代
の
城
館
址
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
長
井
戸
城
と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
鬼
怒
川
の
氾

濫
原
が
も
た
ら
し
た
関
東
平
野
中
心
部
の
湖
沼
と
微
高
台
地

の
た
め
に
陸
路
と
分
断
し
て
い
る
地
域
で
し
た
。
鎌
倉
～
室
町

時
代
は
、
下
野
国
（
栃
木
県
）
の
豪
族
小
山
氏
に
代
表
さ
れ
る

北
関
東
勢
力
と
鎌
倉
府
と
の
接
点
に
な
っ
て
お
り
、
戦
国
時
代

は
、
古
河
公
方
、
後
北
条
氏
と
北
関
東
の
国
人
や
在
地
領
主
と

の
勢
力
争
い
の
境
目
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
か

ら
、
長
井
戸
城
は
、
戦
国
時
代
の
城
郭
と
し
て
、
関
宿
城
や
栗

橋
城
、
古
河
城
や
逆
井
城
な
ど
、
周
辺
地
域
の
諸
城
と
深
い
関

係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
境
町
の
長
井
戸
城
と
そ
の
周
辺
地
域
に
は
、
河
川
と

長
井
戸
沼
な
ど
南
北
に
細
長
い
湖
沼
が
存
在
し
、
江
戸
時
代
初
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期
に
開
始
さ
れ
た
利
根
川
東
遷
以
前
は
、
陸
路
と
反
対
に
水
路

は
江
戸
湾
に
流
れ
て
物
質
と
人
的
交
流
の
動
脈
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
長
井
戸
城
が
築
城
さ
れ
た
背
景
が
長

井
戸
沼
に
続
く
太ふ

と

日ひ

川
（
江
戸
川
）
、
古
利
根
川
と
深
い
関
わ
り

が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

安
土
桃
山
時
代
の
長
井
戸
城
と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
領
内
へ

の
侵
略
と
い
う
軍
事
的
な
緊
張
が
異
常
に
高
ま
っ
て
い
た
時

期
で
も
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
城
砦
の
大
改
修
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
同
じ
頃
、
長
井
戸
城
南
方
の
田
向
の
地
に
防
衛
線
と

し
て
の
田
向
の
城
（
出
城
）
が
築
城
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
大

名
の
築
城
工
事
は
、
夫
役
（
税
制
の
一
般
労
役
）
の
一
環
と
し

て
、
軍
事
的
な
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
地
域
で
次
々
と
着
手
さ

れ
て
い
ま
す
。 

伝
承
で
は
、
長
井
戸
城
は
長
井
戸
地
区
の
中
央
の
最
も
高
い

地
域
に
位
置
し
、
集
落
の
開
発
と
は
異
な
る
目
的
で
築
城
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
字あ

ざ

中な
か

屋
敷

や
し
き

南
の
字あ

ざ

元
香
取

も
と
か
と
り

か
ら
香
取
神
社
が
長
井
戸
城
址
に
移
転
さ
れ
、
や
が
て
、

神
社
を
中
心
に
村
人
が
集
住
し
、
一
七
世
紀
に
な
る
と
、
江
戸

時
代
の
村
落
と
し
て
長
井
戸
村
が
開
け
て
い
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 長
井
戸
城
周
辺
の
城
館
遺
跡 

 

長
井
戸
城
を
取
り
囲
む
歴
史
的
環
境
を
城
郭
史
の
立
場
で

見
る
と
、
長
井
戸
城
周
辺
に
あ
っ
た
城
館
に
は
、
境
町
内
で
、

長
井
戸
沼
を
隔
て
北
に
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
熊
野
神
社
が

鎮
座
す
る
地
に
、
戦
国
時
代
の
稲
尾
加
賀
守
の
城
館
と
伝
え
ら

れ
る
稲
尾
城
、
長
井
戸
城
か
ら
南
西
に
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
に
、
地
元
で
「
長
井
戸
の
殿
様
の
居
所
」
と
伝
え
ら
れ

る
田
向
城
が
あ
り
、
長
さ
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
土
塁

と

櫓
や
ぐ
ら

台
、
空
堀
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
井
戸
城

よ
り
南
東
に
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
若
林
地
区
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
現
在
は
高
台
に
な
っ
て
い
る
字あ

ざ

「
館
の
前
」
に
は
古
河
公
方
の
家
臣
堀
江
侯
の
館
と
伝

え
ら
れ
る
城
館
址
が
あ
り
、
土
塁
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

境
町
の
周
辺
地
域
に
築
か
れ
た
城
館
に
は
、
旧
古
河

市
に
、
古
河
公
方
の
本
拠
で
後
に
後
北
条
氏
（
小
田
原
北

条
氏
）
の
有
力
支
城
と
な
っ
た
古
河
城
と
鴻
巣
館
、
旧
総

和
町
に
は
、
小
堤
城
（
現
在
は
円
満
寺
、
古
河
公
方
家
臣

諏
訪
三
河
守
の
居
城
）、
水み

ず

海う
み

城
（
水
海
小
学
校
敷
地
、

簗
田

や
な
だ

氏
の
本
城
）、
磯
部
城
（
簗
田
氏
の
持
城
）、
柳
橋
城

（
古
河
公
方
の
家
臣
柳
橋
豊
前
の
居
城
）、
旧
三
和
町
に

山
田
城
と
諸
川
城
（
古
河
公
方
家
臣
の
椎
路
信
濃
守
の

居
城
）
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。 
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ま
た
、
坂
東
市
（
旧
猿
島
町
・
岩
井
市
）
に
は
、
飯
沼
周
辺

に
古
河
公
方
の
御
料
所
（
直
轄
領
）
と
し
て
逆
井

さ
か
さ
い

城
、
駒
寄

こ
ま
ざ
き

城
、

弓
田

ゆ

だ

城
が
築
か
れ
、
旧
利
根
川
流
路
の
五
霞
町
に
は
、
権
現
堂

城
と
簗
田
氏
が
築
城
し
た
山
王

さ
ん
の
う

山や
ま

城
、
利
根
川
を
挟
ん
だ
千

葉
県
・
埼
玉
県
に
は
、
北
条
氏
康
の
子
氏

照
（
当
主
北
条
氏
政
の
弟
）
の
居
城
栗
橋

城
（
埼
玉
県
久
喜
市
）、
古
河
公
方
と
簗
田

氏
の
居
城
と
な
っ
て
い
た
関
宿
城
（
千
葉

県
野
田
市
）
が
あ
り
ま
す
。 

室
町
時
代
に
は
長
井
戸
城
と
そ
の
周

辺
の
城
館
は
古
河
公
方
の
御
料
所
に
な

り
、
そ
の
後
、
後
北
条
氏
支
配
地
の
城
館

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
初
代
古
河
公
方
の
足
利
成し

げ

氏う
じ

が
、
鎌
倉
か
ら
古
河
の
地
に
本
拠
を
移
し

た
理
由
は
、
古
河
の
地
が
関
東
の
中
央
の

沃
野
（
肥
沃
な
地
域
）
を
掌
握
す
る
う
え

で
最
適
な
地
勢
に
あ
り
、
結
城
氏
に
代
表

さ
れ
る
在
地
領
主
が
控
え
て
い
た
か
ら

で
す
。
古
河
公
方
の
御
料
所
は
飯
沼
と
太

日
川
に
挟
ま
れ
た
地
に
集
中
し
、
飯
沼
を

境
と
し
て
多
賀
谷
氏
と
山
川
氏
の
領
国

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 中
世
の
関
東
平
野
と
利
根
川
の
流
路 

中
世
の
利
根
川
は
、
上
野
国
（
群
馬
県
）

の
山
間
部
か
ら
東
南
に
流
れ
て
お
り
、
そ
の
下
流
は
二
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
関
宿
を
中
心
と
し
た
太
日
川

（
江
戸
川
）
と
呼
ば
れ
る
流
路
を
本
流
と
し
て
、
下
野
国
を
流

れ
る
思
川
や
渡
良
瀬
川
な
ど
の
水
流
を
集
め
、
下
総
国
（
千
葉

県
）
の
市
川
を
経
て
、
行
徳
付
近
で
江
戸
湾
に
注
い
で
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
古
利
根
川
で
す
。
古
利
根
川
は
、

武
蔵
国
と
下
総
国
の
国
境
を
大
河
に
よ
っ
て
形
づ
く
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
太
日
川
（
江
戸
川
）
と
古
利
根
川
に
挟
ま

れ
た
地
域
が
中
世
の
下
河
辺
荘
で
も
あ
り
、
鎌
倉
公
方
、
さ
ら

に
は
古
河
公
方
の
御
料
所
に
な
っ
て
い
た
地
域
で
し
た
。
ま
た
、

太
日
川
と
古
利
根
川
は
、
広
大
な
関
東
平
野
を
分
断
す
る
天
然

の
流
れ
の
二
重
の
濠
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

近
世
初
期
に
太
日
川
は
江
戸
川
に
な
り
、
古
利
根
川
は
、
荒

川
と
合
流
し
て
隅
田
川
と
し
て
据
え
換
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

利
根
川
が
今
日
の
流
路
の
原
型
と
な
っ
た
の
は
、
承
応
三
年

（
一
六
五
四
）
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
銚
子
に
注
い
で
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
、
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
五
霞
町
川
妻

付
近
か
ら
、
関
宿
に
直
線
的
に
通
る
現
在
の
流
路
は
、
元
和
七

年
（
一
六
二
一
）
に
開
削
工
事
が
始
め
ら
れ
、
承
応
三
年
（
一

六
五
四
）
に
通
水
し
た
も
の
で
、
中
世
に
は
こ
の
流
路
は
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
以
前
は
現
在
の
権
現
堂
川
が

利
根
川
の
本
流
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
権
現
堂
川
の
東

岸
に
は
関
東
の
覇
者
北
条
家
の
北
条
氏
照
の
居
城
と
な
っ
た

栗
橋
城
が
あ
っ
て
、
北
条
氏
照
が
関
東
の
勢
力
拡
大
を
図
る
た

め
に
、
古
河
―
栗
橋
―
関
宿
に
至
る
中
世
の
利
根
川
水
運
を
重

要
視
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

（
境
町
歴
史
民
俗
資
料
館 

野
村
正
昭
） 

 

 

 

中世末の幸嶋（猿島）郡の周辺図 
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